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投票はあなたの自己主張
今年は町議会・県議会・参議院改選の年

今
年
は
統
一
地
方
選
挙
の
年

、
四
月
に
福
鳥
県
議

会

議
員
と
国
見
町
議
会

議
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
六
月
ご
ろ

に
は
参
議
院
議
員
の
改
遮
が
、

従
来
の
全
国
区
制
に
比
例
代
表
制
と
い
っ
た
新
し

い

制
度
を
取
り
入

れ
て
行

わ
れ

る
予
定
で
す
。

選
挙
と
は
、
間
接
民
主
主
議
制
度
の
根
幹
を
な
す

も
の
で
あ
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ

と
で
す
。

選
挙
で
選
ば
れ
た
代

表
機
関
の
決
定
は
国
民
の

、
あ

る
い
は
住
民
の
意
志
と
み
な
さ
れ
る
こ

と
か
ら
も

、

そ
の
豢
要
さ
が
わ
か
り
ま
す
。

今
回
の
選
挙
は
、
町
政
か
ら
国
政
ま
で
、
わ

た
し

た
ち
の
意
志

を
反
映
さ
せ
る
最
大
の
チ

ャ
ン
ス
で
す

。

ぜ
ひ

。
有
効
に
こ
の
機
会
を
生
か
し
た
い
も
の
で
す
。

四
月
に
県
議
選
・
町
議
選

今
年
の
四
月
に
は
裙
十
回
の
統
一
地

方
選
挙

が
全
国
で
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の

統
一
地
方
選
挙
と
は
、
全
国

の
地
方
公

共
団
体
の
議
会
の
議
Ｕ

と
畏

の
多
く

が

三
月

か
ら
五
月
の
閥
に
任
期
が
満
了
す

る
の
で
、
住
民
の
選
挙
意
識
の
高
揚
や

選
輩
事
務
の
連
営
上
、
特
例
法

で
こ
れ

ら
の
選
挙
を
統
一
し
て
行
う
も

の
で
す

。

県
議
会
議
員
選
挙

３
月
2
9日

告
示

４
月
1
0日

投
票

Ｏ
投
票
で
き
る
人

●
昭
和
三
十
八
年
四
月
十
一
日
以

加
に

生
ま
れ
た
人
（
投
祭
日
現
在
で
二

十

蔵
以
上

）

●
昭
和
五
十
七
年
十
二
月
こ
卜
八
日
以

前
か
ら
引

き
統

い
て
国
見
町
民
で

あ

る
人

。
た
だ
し
、
十
二

月
十
日
以
降

県
内

の
他
の
市
町
村
に
転
出

し
た
人

で
も

転
出
先
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
当
町
で
投
票

が

で
き
ま
す
。

○

議
員
定
数

伊
達
郡
選
出

四
名

町
議
会
議
員
選
挙

四
月
十
七
日
　

告
示

四
月
二
十
四
日

投
票

○
投
票
で
き
る
人

●
昭
和
二
十
八
年
四
月
二
卜
五
日
以
前

に
雀
ま
れ
た
人
（
投
巣
日
現
在
二
十

皮
以
上
）

●
昭
和
五
十
八
年
一
月
十
六
日
以
前
か

ら
引
き
続
き
国
兄
町
民
で
あ
る
人

○
議
員
定
数
が
変
り
ま
す

●
今
回
か
ら
現
在
の
二
十
二
名
が
二
十

名
に
な
り
ま
す
。

有
権
書
數
（
5
7年
９
月
１
日
現
在
）

8
8
1
9

人

男
4
2
3
8

人

な
　
4
5
8
1人

改
正
さ
れ
た
参
議
院
議
員
選
挙

今
年
の
六
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
参

議
院
通
常
選
挙
で
は
、
従
来
の
全
国
区

制
が
『
拘
束
名
簿
式
比
例
代
表
制
』
と

い
う
方
法
に
変
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

比
例
代
表
制
と
は

代
表
を
選
ぶ
際
の
考
え
方
に
は
三
つ

あ
り
ま
す
。
一
つ
は
多
散
代
表
制
で
、

多
数
派
の
み
が
代
表
と
な
る
考
え
方
で

す
。
一
道
区
か
ら
一
人
を
遡
ぷ
小
選
区

制
が
こ
の
い
い
例
で
、
最
鳥
得
票
の
も

の
の
み
が
選
ば
れ
ま
す
。

二
番
目
は
少
蝕
代
表

制
で
、
少
故
派

の
意
兇

も
反
映
さ
せ
る
べ
き
だ
と
す

る

古
え
方
で
す
。一
選
挙
区
か
ら
二
人
以
上

を
選
出
す
る
、
い
わ
ゆ
る
大
選
挙
区

に

お
け
る
単
記
投
票

が
そ
の
典
裂
で
。
少

数
派
も
そ
の
得
票

に
応
じ
て
議
席
が
与

え
ら
れ
ま
す
。
衆
議
院
議
ｎ

の
選
挙
が

こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

最
後
の
比
例
代
表
制
は
、
少
蝕
代
友

制
の
考
え
方
を

も
っ

と
徹
底
さ
せ
た
も

の
で
、
各
政
党
に
投

ぜ
ら
れ
た
総
冖

祟

に
比
例
し
て
境
席
を
配
分
す
る
や
り
方

で
す
。

▲あなたが選ぶ別れ遭(昭和54年４月撮影:



比

例
代

表
制
に
す
る
と

比
例
代

表
制
以
外
の

。
。つ
の
万

法
で

は
、
町

選
人
に
必
要
以
ｈ

に
投

じ
ら
れ

た
ふ

刺
票
と
落
選
者
に
り
え
ら
れ
た
死

票
が
と
も
に
効
ｍ
｀
を
生
じ
ま
せ
ん
。
そ

の
砧
米
、
各
党
の
附
票
散
と
議
席
数
と

の
川
に
は
、
著
し

い
差
異
が
出
て

く
る

不
合

舛
が
生
ま
れ
ま
す
。

比
例
代
人
制
で
は
、
こ
れ
を
是
正
し

選
挙
人
の
心
志
を
議
会
に
反

映
さ
せ
る

こ
と
が
で

き
ま
す
。

一
方
、
多
数
の
政
党
分
仗
の
傾
向
が

位
く
な
る
、
選
挙
人
が
戚
接

代
表
者
を

選
ぶ
と
い
っ
た
理
念
が
弱
く
な
る
と
い

っ
た
こ
と
も
桁
摘
さ
れ
て
い
ま
す

。

改
正
ま
で
の
経
緯

参
議
院
の
全
国
Ｋ

の
選
挙
制
峻
は
、

昭
和

。一
ト

ー
年
創
設
当
時

か
ら
、
国

全

体

が
一
つ
の
選
嗔
区

で
あ
る
こ
と
、
個

人
本
位
の
選
挙
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な

と
の
た
め
、

い
ろ
ん
な
弊
害

が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

巾
有
晦
者

に
と
っ
て
百

人
前
後
の
候

脯
者
の
中

か
ら
良
に
ふ
さ
わ
し
い
人
を

選
び
出

す
こ

と
は
非
常
に
…圉
鼈
叨
候
補

者

に
と
っ
て
八
ｔ

万
人
を
越
―
る
右
権

者

に
対
し
、
食
国

を
遡
挙
区

と
し
て
活

勅
を
行
う
こ
と
は
膨
大

な
経
費
と
労
力

を
必
要

と
す
る
こ
と
な
ど
で
す

。

そ
の
隋

。
こ
の
制
度
改
革
問
題
が
倹

肘
さ
れ
続
け
て
き
、
昭
和
瓦
十
五
年
の

衆
・
参
両
院
選
嗔
換
に
は
本
格
的

に
改

革
検
討
が
逃
め
ら
れ
、
今
川
の
。改
ｉ
と

な
一つ
た
も
の
で
す

。

選
挙
は
ど
の
よ
う
に

○
立
候
補

一
定
の
要
件
を
満
し
た
政
党
冷
が
候

補
者
に
順
位
を
付
け
た
名
簿
を
届
け
出

る
。

○
選
挙
運
動

政
党
本
位
の
遥
挙
の
た
め
、

個
人
が

選
嗔
カ
ー
や
マ
イ

ク
を
使
川
し
た
り
、

ポ
ス

タ
ー
掲

。呎

街
頭
演
脱
を
行
う
こ

と
は
禁
止

さ
れ
る
。

〇
投
票

自
分
の
女
持
す

る
「
敢
党
名
」
を
紀

載
す
る
。
記
載
台
の

壁
に
は
各
政
党

と

そ
の
候
補
者

の
名
前
の
一
覧
ぶ
が
あ
る

の
で
、
支
持
す
る
候
補
者
をａ

’し
出

し

そ
の
政
党
Ｘ

を
２
叙

し
て
も
よ

い
。
た

だ
し
候
補
者
名
を
２
載
す
れ
ば
無
効
。

○
当
選
人
の
決
定

各
政
党
ご
と
の
肖
祭
政
を
全
国
集
計

し
、
そ
の
得
米
数
に
応
じ
て
「
ド
ン
ト

式
」
に
よ
っ
て
議
席
数
を
配
分
す
る
。

当
選
人
は
。
あ
ら
か
じ
め
提
出
し
て
あ

る
名
簿
の
噸
位
に
「
拘
束
」
さ
れ
て
決

定
さ
れ
る
。
｛
拘
束
乱
簿
式
と
呼
ぷ
の

は
そ
の
た
め
｝

●
『
ド
ン
ト
式
』

と
は

ベ
ル
ギ
ー
の
大

乍
教
授
ド
ン
ト
氏

が
百
年
以
上

も
前
に

考
え
出
し
た
曜
論
で
、
匯
界
の
比

例
代

表
制
で
最
も
普
及
し
て

い
る
も
の
で
す
。

そ
の
方
法
は
図

の
と
お
り
で
す
。

●
従
来
の
地
方
区

は
、
「
選
挙
区
選
出

講

齲
選
挙
」
と
名
称
が
変
つ
た
だ
け
で

方
法
は
従
来
と
同
じ
で
す
。

法方定決の数人選当の別党政るよに式トンド
Ｉ合塲の人

1
0
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でるす

Ｑ

遠

る

に
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定
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Ｑ
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る
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割
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１

数
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比例代表選出議員の選挙

今までの全国区の選挙

立

候

補

候補者 ･候補者名簿

に記載され

た者

候補者名葎…･･定の

要件を瞋えた政

党その他の政治

団体（政党郤）

が届け出る

選
挙
運
動

政党等を主体とした

選挙運助

候補者名簿に登

載された佃人の

選挙連動は禁止

投
　
　

票

名簿を届出た政党等

の名称（又は略称）

を書く

名簿に登載され

た候補者の氏名

を耆いたものは

無効

開
票
・
選
挙
会

開票… 各政党等ごとの得票戮
廿叺 馬丶

ｒ４ Ｑりl 寸不w4

を集 計し 、 そ れ ぞ れの

得票 数 に 応 じ てド ン ト

式 に より 各 政 党 に 議 席

数 を 配 分す る 。
一一一--

当 選 人 の 決 定 … 各 政 党 ご と に 、

候禰?7 名簿の順位に促つ

で、１番から順に配分さ

れた議席数にあたる順位
までの者が当選人となる。

当選人 １選挙50人



所
持
税
・
町
県
民
税
・
個
人
事
業
現

申
告
は

三
月
十
五
日
ま
で
に

昭
和
丘
十
七
年
分
所
得
の
、
所
得
税
。

町
県
瓜
税

。
個
人
事
業
税

の
巾
ｔ
‥
の
時

网
と
な
り
ま
し
た
。
町
で
は
こ
の
中
ｔ
‥

に
つ

い
て
、
み
な
さ
ん
の
便
宜
を
は
か

る
た
め
、
次
の
よ
う
な
口

程
で
中
仙
‥
相

談
所
を
役
場

に
開
設
し
ま
す
か
ら
、
も

れ
な
く
中
心い
を
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ

さ
い
。

会
場

役
場
第
一
会
議
室
（
二
階

）

時
間

午
的
九
時
～
午
後
四
時
ま
で

申
告
期
限
は
三

月
十
瓦
日
ま
で
で
す
。

〇
持
参
す
る
も
の

．
．
印
鑑

二
、
生
命
保
険
料
、
生
命
共
済
、
建
物

共
済
、
火
災
傑
険
料
払
込
証
明
澎

二
、
医
瞭
北
支
払
証
川
｛
支
払
医
僚
費

な
ど
が
所
得
金
噸

の
五
％

ま
た
は
瓦

万
円
を
超
え
る
方
ｙ

四
、
譲
渡
所
得
の
あ
る
力
は
光
買
契
約
爬

五
、
巾
ｔ
‥
古
及
び
家

族
の
み
が
日
凧

、

出
隙
な
ど
を
し
て
い
る
場
合

は
、
給

い？
証
川
ぶ

瓦
、
嘔

業
｛

商
光

な
ど

｝
を
し
て
い
る

力
は
、
総
仕
人
額
、
経
費
等
川
細

潛

匕

。
水
咄
、
呎
樹
、
簀
蚕
な

ど
の
共
涛

金
川
細
爬

八
、
人
農
具
な
ど
を
昭
和
瓦
卜
七
年
中

に
購
人
さ
れ
た
方
は
、
そ
の
領
収
瀝

九
、
そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
証
川

癧
な
ど
の
澹
類

※
詳
し

い
こ
と
は
役
場
税
筋

課
へ

お
た

ず
ね
く
だ
さ

い
。
壼
二
一
一
一

昭和57年分 所碍申告相談日程表

月 �日 �耀 �
申　 告　 相　 鴆　 対　 象

���午前の部落 � 午 擒 の 部 落

２

月 �14�

月 � 只　 Ⅲ　 北 � 貝　 Ⅲ　 南

�15�火 � 鳥　　　　 城 � 光　 明　 寺

�16�水 � 山　　　　 恨 � 大　 木　 戸

�17�水 �小坂，人出川 � 前川、板橋

�18�金 �泉Ⅲ上、皐川中 � 泉川ﾄ 、゙鳥 取

�21�月 �確定巾告 (農業）

�22�火 �確定巾告｛餓渡、営庶裏者）税務71

�23�水 �確定巾;り（農業）

�24�木 �内谷1叭　 畋 �山崎北、滝山．上野

�25�金 �石ほⅢ黻、石1卯哺 �石けⅢ.北､石母H閹

�28�月 �石ほ川西 ．鶉町 �町東．宮朿、緋谷

３

月 �

１ �火 �山崎舘､山崎小篇､宮|裨�濠宗山東.西､北､大坂

�２�水 �駅閥、錦町 �大町市、大町北

�３�木 �夲町、宮町南 � 宮　 町　 北

�４�盒 �確定中;り（農桑）

�７�月 �・　 （農粟）

�８�火 �・　 （営庶業、白色一般）町

�９�水 �森江野毎１ �森江野第２、乱３

�10�木 �・　第４、第５ � ゃ　第６、第７

�11�金 �・　第８、順0 �・　乱９、第ll

�14�月 �・　第12、築納 �原町，並槫

�15�火 � 川　　　　 内 �北 部 、中 部

☆扣鴣にむいでの力は混裨しますので日時 をお守り下さい。

国
民
年
金
の

保
険
料
は
忘
れ
ず
に

納
め
ま
し
ょ
う

二
月

は
国
民
年
金
の
傑
険
料
の
納
付

り
で
す
。
川
川

か
ら
。こ
月
分

の
ほ
険
糾

は
、
も
う
納

め
ま
し
た
か
。
ま
だ
納
め

て
い
な
い
力

は
早
め

に
納
め
ま
し
ょ
う

。

傑
険

糾
を
納
付
月
ま
で
に
納

め
て

い

ま
せ
ん
と
、
万
一
病
気
や
ヶ

ガ
を
し
た

と
き
の
障
宵
年
金
や
母
子
年
金

な
ど
が

受
け
と
ら
れ
な
く
な

る
ば
か
り
で

な
く
、

長
期
間
傑
険
料
を
滞
納
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
、
将
来
老

齢
年
衾
が
受
け
ら
れ

な

い
と
い
っ
た
こ
と

に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
保
険

科
は
必
ず
納
付
川
限
ま
で

に
納
め
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
年
金
で
す
。
人
恥

に
し
ま

道
路
に
は
み
出
し
た

枝
を
切
っ
て
く
だ
さ
い

国

通
・
県

道
・
町
道
・
Ｃ
林

道
に
、

眼
樹
や
闘
木
の
眩

が
繁
戊
し
、
見
通
し

が
懸
く
、
危
険
な
箇
所
が
み

ら
れ
ま
す
。

道
路
境
外

線
か
ら
は
み
出
し
て

い
る

部
分
は
伐
探
を
お
黻
い
し
ま
す
。

歳
　

時
　

記

存

に
な

る
と
、
町

解
け
水
で
川
は
水

か
さ
を
増
し

。
山
岡

で
は
そ
れ
が
一
時

に
勢
い
よ
く
流
れ
出
る
。
や

が
て
落
花

を
浮
か
べ
、
筏
（
い
か
だ
）
が
始
ま
る
。

野
原
や
町
を
流
れ
る
川
も
ま
た
、
ど

こ

と
な
く
の
ん
び
り
し
て
作
の
感
じ
は

豊

か
に
な
る
。

。
哺
の
藍
流
し
け
り
存
の
川
　

ｒ

脱

杏
の
川
水
が
水
押

し
流
れ
ゆ
く

秀
雄

雲
ふ
か
く
卜
津
川
侈
を
渦
る
な
り秋

桜
た



３月末に、国民健康傑険被保険77証が町しくなります。

あなたの家の被保険丹証を確認してください。 国保の届け出はお早く
・

他
の
健
康
保
険
に

加
入

し
た
り

脱
退

し
た
と
き

・
住
所
が

変
わ
っ
た
と
き

●

子

供
が

生

ま
れ
た
と

き

結
婚

一

名

胴

が

か

わ

っ

だ

と

叭

～

！か
わ

う
た

～
加
入

曹

が

死

亡

し

た

Ｉ・

生
活
保
諞
を

う
け
た
と
き

や
め
た
と
き

善

意

の

窓

町
福
祉
協
議
会
に

◆
奥
山
健
一
さ
ん

一
宮
町
南

】
か
ら
ゴ
．

万
川
‐

故
勝
人
郎
さ
人
の
ご
遺
志

◆
城
………斯
長

さ
ん
｛
駅
前

｝
か
ら
Ｊ一
万

円
―
故
キ
ョ

ミ
さ
人
の
ご
遺
志

◆
人
勝
貞
男

さ
ん
｛
大
町
巾

｝
か
ら
二

万
円
－

故
藤
繁
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
佐
々
木
リ
ツ
さ
ん
（
源
宗
山
西

）
か
‘

ら
．こ
万
川
－

故
日
出
夫
さ
ん
の
ご
遺

心

町
育
英
会
に

寸
佐
久
川
明
靜
さ
ん
（
山
崎
小

館
）
か

ら
．
’．万
川

－

寒
’ｎ

淨
吋
寄
附

県
北
中
学
校
に

◆
松
浦
惣

．
さ
ん
｛
本
町
一

か
ら
１
万

円
－

故
フ
ミ
さ
ん
の

ご
遺
志

◆
佐
職
ヨ
シ
コ
さ
ん

こ
哨
円

｝
か
ら
に

万
円
－

故
隆
夫
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
八
鳥
岬

止
さ
ん
｛
山
崎
北
｝
か
ら
三

万
円
‐

故
賻
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
城
川
斯
艮

さ
ん
｛
駅
前

｝
か
ら
．
‐‐
1万

円
１

故
キ
ヨ
ミ
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
奥
山
健

．
さ
ん
（
宮
町
南
）
か
ら
一
二

万
円
１
故
恥
太
郎
さ
ん
の
ご
遺
志

藤
田
小
学
校
に

◆
叫
山
健

一
さ
ん

こ
呂
町
南
）
か
ら
一
二

万
円
Ｉ
故

膊
人
郎
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
城
川
斯
艮
さ
ん

’
駅
前
．一

か
・
旦

．万

川
－

故
キ
ョ
ミ
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
奥
山
モ
ト
さ
ん
（
源
宗

山
呶

）
か
ら

ぞ
う
き
ん
瓦
十
枚

心配ごと相談日
場 所 ：役 鳩 二隔 相 談 室( 東側入｢lからお入りＦきい｣

時 間 ：９１卜12 畤

こまったことや、相談ごと がありましたら。

お気･l にご扣頡下さい。紹密は絶対|二守り ます。
〔相 談 口 〕

2  月 日 ( 金 ) 占川 弥吉，橘　ヤヨイ
3 月 5 日 11j 桜沢　| 巳 安藤　トヨ
３月1511 4火）鈴木IF 推，馬Ⅲ　ヒロ

こ　　　よ　　 み

２月　如月（きさらぎ）

15日　ねはん会

19日　雨水・旧七草

26日　福島羽黒神社晩詣

27日　満月・冑春祭（公民館で）

28日　火災予防運助

３月　弥生（やよい）

１日　全岡緑化連動

３日　耳の日

６日　啓　 蟄

７Ｈ　消防記念日

８日　国際婦人デー



公
民
館
だ
よ
り

国見町公民館

電

話

（公)  26  補

（有)  引 56

成
人
式

誓いも新 たに

Ｆ
一
五
八
名
代
表
し
て
証
書
授
与

４
誓
い
も
新
た
に

一
月

十
五
日

、
町
尺

福
祉

セ
ン
タ
ー
で

『
成
人

式
』

を
行

な
い

一
五
八
名

が
顫
た
に
人
人
の
仲
間
入

り
を
し

ま
し
た
『「

式
典
は
、
佐
藤
町

長
の
式
辞
リ
あ
り
成
人

者
を
代
表
し
て
内
池

遵
代
き

ん
｛
Ｓ
田

｝
に
訌
吉

び
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
記
念
品
は
、

吉
田
教
宵
委
員
艮
よ
り
大
波
津
く
ん
｛
人
木
戸

｝
へ

目
録

が
手
渡

さ
れ
ま
し

た
。
つ
づ

い
て
、
工

育
を
代
表

し
て

菊
地
政
冶
町
誦
会

誦
長
の
祝
辞

、
成
人
古
代
表
の
佐
恥
苒
・浩
く
ん
「
　
矮
　に

先
輩

か
ら
の

は
日
ま
し
と
心
暖
ま
る

お
祝
の
一
一
と
は
を

い
た
だ

き

感
鋤
の
気

持
で

一
杯
で
す
」
と
答
辞
Ｆ
の

。へ

ま
し
た
。

会
噂

は
、
啄
り
柚
姿

が
目
を
引

き
巌
粛

な
六
典
の
中
に
も
華
や

か
な
成

人
式
と
な
り

ま
し
た
。
今
年
の

成
人

式
は
。
木
打
竇
衍
、

明
哭
ご
夫
婦
｛

籾
谷
一

大
波
恵

美
、
朱

美
さ
ん
双
子
姉
妹
の
乃
々

も
孑
ろ
Ｉ
。
て

出
鹿
、
仲
間
の
皆

さ
ん

か
ら
裄

福

さ
れ
て

い
ま
し
た
。

▼式が終ってほっと一息

▼双子そろって成人

文

芸

欄

あ
つ
か
し
俳
句
会

よ
く
兄
れ
ぱ
風
も
あ
る
ら
し
雪
景
色
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
山

甲
二

突
出
の
岬
の
威
容
波
の
冬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
田
　
一
鵬

鹿
鳥
神
社
雪
浦
々
し
初
参
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤

痴
仏

煮
凝
り
に
暫
し
な
じ
ま
ぬ
孫
の
籥
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤

国
隱

………
の
中
の
神
社
か
く
れ
て
雪
し
ま
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
寺
蔦
水

背
を
向
け
て
野
良
仕
緊
ば
の
大
焚
火
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
鳴

涌
水

凍
て
つ
き
の
鳥
速
道
路
疎
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斉
藤

山
水

か
じ
か
ん
だ
手
を
こ
于
り
つ
・
雪
を
掃
く
　
　
　
　
　
　
　

牧
野

武
夫

片
か
し
げ
つ
‘
兄
上
げ
る
チ
ャ
ボ
の
眸
に
も
存
　
　
　
　
　

赤
間
は
る
ｆ

い
つ
し
か
に
音
の
変
り
で
町
景
色
　
　
　
　
　
　
　
　
　

角
Ⅲ

昭
１

冬
ご
も
り
振
子
時
叶
の
ゆ
る
や
か
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽
賀

え
い

冴
返
る
焚
か
ぬ
町
の
他
人
め
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木

幸
子

年

．
つ
重
ね
て
う
れ
し
ま
た
佗
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
田

和
喜

文
化
団
体
紹
介

桃

友

会

民
謡
の
好

き
な
人
達
と
尺
八
の
好
き

な
人
達
が
集
ま
り
四
年
前
発
足
し
た
会

で
于
。
会

員
も
・Ｆ
供

か
ら
老
人
ま
で

い

ろ

い
ろ
で
、
小

幸
生
の
Ｆ
淇
は
「
学
校

の
勉
侮
よ
り
民
謡
の
方

が
好
き
」
と
か
、

ま
た
年
雛
の
人
は
『
ぼ
け
な
い
よ
う

に

瓜
謡
を
や
っ
て
い
る
』

と
い
う
こ
と
で

Ｆ

。
た
し
か

に
民
謡
は
皈

か
ら
声
を
出

し
脚
を
張
っ
て
耿
う
た
め
健
康

に
よ
く
、

尺
八
も
「
ヨ
ガ
」
的
な
呼
吸
法
の
た
め

鯉

康
に
は
大
変
良

い
と
思

い
ま
す

。

逓

。
回
定
朗
的
に
集
ま
り
、
講
師

に

は
川
本
民
謡
桃
え
会
講
師
で
も
あ
る
地

元

の
斉
藤
ト
モ
．ｆ
さ
ん
の
指
導
を
受

け

な
が
ら
少

し
で
も
上
達
す
る
よ
う
努
力

し
て
い
ま
す

。
又
尺
八
の
方
も
定

期
的

に
自
石

か
ら
騨
師
を
招
き
竹
の
音
色

を

少
し
で
も
出

さ
れ
る
よ
う
指
導
を
受
け

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
町
の
文
化
祭

に
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
練
桝
の
成
果

を
兄
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
背
さ
ん
も
健
康
の
た
め
に
民
Ｊ

を
や
っ
て
み
ま
せ
ん

か
、
気
軽
に
お
い

で
く
だ
さ

い
。
　

会
長

赤
坂

斎



高

齢
者

教

室

「

寿
　

祝

」

一
月
二
十
一
日
、
一
月
の
学
習
と
新
年
会
「
寿
祝
」
を
恒
例
に
よ
り
行
な
い

長
寿
を
祝
福
し
あ
っ
た
。
午
前
中
、
伊
達
町
箱
崎
福
厳
寺
住
職
石
井
祐
澄
先
生

の
「
思
い
や
り
の
あ
る
く
ら
し
」
の
講
義
を
聴
き
学
習
を
や
っ
た
。

つ
づ
い
て
町
長
の
祝
辞
、
藤
踊
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
『
扇
の
鳥
』
外
七
つ
の

踊
り
を
観
賞
、
昼
休
み
は
半
級
生
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
民
謡
今
流
行
り
の

歌
な
ど
あ
り
な
ご
や
か
な
一
時
間
を
す
ご
し
た
。

午
後
、
学
級
生
に
よ
り
「
寿
祝
」
は
、
藤
田
委
艮
長
の
あ
い
さ
つ
、
堀
切
教

育
畏
の
祝
辞
が
あ
っ
た
。
つ
づ
い
て
、
古
稀
。
喜
寿
、
米
爵
を
迎
え
ら
れ
た
四

十
三
名
一
人
一
人
に
委
員
長
、
副
委
員
長
よ
り
貿
飼
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
た

今
年
の
学
級
は
、
二
月
二
十
二
日
で
閉
講
と
な
り
ま
す
。

々
高
齢
者
教

室
の
寿
祝
に
際
し
て

”

藤
　
田
　

勝
　
衛

‐‐
月
こ
ト

ー
凵
鳥
齢
古

教
寛
の
寿
睨

が
公

瓜
館
で
一
り
わ
れ
た
．

鳥
齢
者
教
室

の
十
級
生
．二
円
〇

糸
Ｘ

の
中
、
恥
々

に

川
当
す

る
‘’ｌ‥
二
Ｘ

、
μ

町

に
川
当
す
る

と
．
．十

．
Ｘ
、
古

晞
に
Ⅲ
…当
す
る
者
一
．

卜
私

、
合
わ
せ
て
四

卜
．こ
乙

お
ら
れ
た
．

仏
も
、
刄
刀

に
該
町

し
お
呪
を
口
け

た
．
そ
の
時
払
は
な
ん
だ
か
睛
し

い
よ

う
な
、
淋
し

い
よ
う
な
乱
が
し
た

。
ｙ

や
七
十
匕
歳
に
な
っ
た
の
だ
と
思
う
と

同

人
と
な
く
淋
し

い
様
な
気
も
す

る
し
、

乂
こ
ん
な
多
く
の
人
に
睨
っ
て
載
く
の

だ
と
思
う
と
嬉
し
く
も
な
っ
た
．
自
分

も
含

め
四
上
一
．名
の
方
に
お
め
で

と
う

と
心
か
ら・
お
祝

い
巾
し
上

げ
た
Ｉ

こ
れ
ま
で
長
乍
き
で
き
た
の
に
は
色

々
の
人
上
経
験
が
あ
っ
ぺ

楽
し
か
っ

た
こ
と
、
嬉
し
か
・つ
た
こ
と
、
乂
骭
か

・つ
た
こ
と
、
笘

し
か
っ
た
こ
と
・。
つ
一

つ
考
え
て
兄

る
と
、
そ
れ
は
災

い
人
生

で
あ

っ
。た
と
思
う
。
然
し

。
而
こ
ん
な

良

い
と
思
っ
た
人
牛
も
、

。
瞬
の
巾
に

過

ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
飢
が
す

る
。
人
生
は
長
い
も
の
で
も
あ
り
、
Ｍ

か

い
も
の
で
も
あ

る
。
こ
れ
が
友
感
で

あ
る
。
鳥
齢
化
社
会

と
い
う
．Ｊ
蛎
が
此

頃
や
た
ら
に
耳

に
十

’气

そ
の
度
に
私

は
胸
に
さ
さ
る
様
な
痛

さ
を
感
じ
る
。

確
か
に
口
本
は
高
齢
化
社
会
に
忽
速
に

遼
み
っ
つ
あ
る
。
唹
均
片
命
も
世
界
一

で
尚
寿
命
は
俥

び
て

い
る
。
氏
十
も
地

ん
で
い
る

こ
の
ま
ま
で
行
く
と
何
処
之

寿
命
が
伸
び
る
か
解
か
ら
な
い
。
こ
う

し
た
現
実
に
老

人
は
す
べ
か
ら
く
大
い

に
４
望

を
持
っ
て
良

い
、
軟
し
そ
の
結

呎
と
し
て
若

い
人
達
の
負
担
が
亟
く
な

る
の
は
昨

か
で
あ
る
。
我
々
老
人
も
こ

の
現
実
を
謙
虚
に
受
け
と
め
、
我
々
の

置
か
れ
て
い
る
立
場
を
自
覚
し
社
会

の

一
口

と
し
て
ど
う
あ
る

べ
き
か
の
紹
識

の
Ｌ

に
立

た
ね

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

そ
の
た
め
に
は
老
人
と
し
て
の
甘
い

考
え
を
捨
て
。
ど
う
こ
の
社
会
に
対
処

し
て
行
く

べ
き
か
を
占
え
ね
ば
な
ら
な

い
。そ

し
て
老
人
な
り
に
社
会
の
た
め
に

少
し
で
も
妥
さ
れ
る
人
川
、
社
会
の
た

め
に
老
人
な
り
に
役
立

つ
人
川
に
な
っ

て
行
き
た

い
と
思
う
。

案

内
コ

ー
ナ

ー

郷
土
の
研
究

第
十
三
号
を
ど
う
ぞ

郷

Ｌ

の

研

究

‘
唱
ト

ミ

‥
。り
に

は

会

ｕ

兒

’
″

の

外

に

国

の

指

定

を

受

け

た

川

津

貫

志

山

防

塁

に

ま

つ

わ

る

奥

州

介

戦

の

紀

念

講

演

が

光

っ

て

お

り

ま

す

。
一

。重

堀

の

謡

は

．Ｐ

叭

の

頃

き

い

た

の

と

は

遠

っ

て

、

文

献

に

よ

る

史

実

、

例

え

ば

頼

朗

軍

の

口

数

や

、

い

く

さ

人

の

出

身

地

慳

実

に

興

味

深

い

内

容

で

す

。

国

に

。
。
つ

と

な

い

大

古

戦

増

の

地

。儿

民

と

し

て

。

こ

の

仗

派

な

史

火

を

よ

く

知

り

ｆ

係

に

伝

え

た

い

も

の

と

思

い

ま

す

。

一

部

金

ヒ

百

円

帥

４

望

の

力

は

町

公

民

館

又

は

地

。疋

役
ｎ

に

巾

込

ん

で

下

さ

い

。

婦夫んさ秦たえ迎を舜米▲ 長員委田藤の舜喜▲

仲
間
づ
く
り
教
室

閉
級
式
を
終
え
る

去
る
二
月
六
日
（
Ｈ
）
。
公
民
館
に

お
い
て
、
少
年
仲
間
づ
く
り
教
室
の
闊

級
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
四
十
一
名
の
教

室
生
と
そ
の
父
兄
が
参
加
し
ま
し
た
。

式
の
あ
と
、
サ
ー
ク
ル
『
ぼ
け
っ
と
』

の
指
導
で
お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
な

い
、
ゲ
ー
ム
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
な
ど

を
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。



渇

水

対

策

施

設
工

事

終

る

二
日
り
九
日
午
後
一
時

か
ら
、
東
北
新

幹
線
国
兇
町
渇
水
紂
’硯

委
ｎ

会
が
役
場

会

議
室
で
行
な
わ
れ
た
。

こ
の
会
議
は
、
今
年
の
。二
り
汞
で
渇

水

対
策
施
設
事
裏
が
完
成
す
る
の
と
。

仙
台
新
幹
線
工
嘔
川

が
廃
ｉ

さ
れ
、
盛

岡
工
嘔
Ｑ
仙
台
工

事
事
務
所
と
な
り
、

残
動
裏
務
が
引
き
継

が
れ
る
こ
と
に
な

る
た
め

に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

仙
台
新
幹
線
工
巾
Ｑ
松
本
修
躬
次
長

を
始
め
、
町
渇
水
対
策
番
ｎ

が
令
ｎ

出

席
し
て
、

い
ま
ま
で

に
餓
附
さ
れ
た
渇

水
対
策
嘔
業

の
施
設
・
財
産
の
維
持
管

理
に
つ
い
て
、
熱
心

に
討
議
が
行

わ
れ

た
。そ

の
対
策
・
対
応
と
し
て
、
引
継

が

れ
る
財
４

、
施
設
は
、
国
兄
町
、
ま
た

は
国
兄
町
が
関
り
す
る
団
体
が
管
理

す

る

そ
の
維
持
管
理
費
川

は
、
国

鉄
が
万口

肌
す

る
な

ど
の
夊
渉

に
つ
い
て
活
鳬
な

忿
兄
の
女
換

が
あ
っ
た
。

ら
な
み

に
、
こ
の
渇
水
村
策
啣
業
は

総
Ｅ

費
卜

一
倍
円
を
か
け
、
こ
年
が
か

り
で
行

わ
れ
た
も
の
で
、
施
汲

が
完
成

す
る
と
、
石
母
Ⅲ
・
山
根
・
Ｕ
Ⅲ
ゴ
。地

区
合

わ
せ
て
、
ヒ
万
四
Ｆ

ト
ン
の
貯
水

池
と
。
西
根
順

か
ら
吩
分
六
″に
瓦
卜
七

リ
ッ
ト
ル
の
送
水
に
よ
っ
て
ご

こ
地
区

の
耕
地
を
潤
す
こ

と
に
な
る
。

Ａ波よけブロックも新しく（石毋田新溜池）

▲制御 窒（高 城）

▼瞳工した太田溜池（貯水量4.1 万トン〉

戸籍の窓口
口 月受付分）

出生 お めでと うご ざい ます

r･の名1　　保護古　　 部落

純 一→　渡部　八郎　山　 很

信太郎　内村 忠義 官　 北

友　一　鳥橋　賢一　八　 取

雅　史　菊地　博IE　第　 十

窈由葵　國井　好之　人 町 南

孝　吁　咄江 止笑　第　 九

伸　次　斎藤 辰刀　石母旧四

絵 理　松浦　亟雄　大 町 南

隋　介　小野 政美　硲　 一

おくやみ申し上げます
氏　　　y，lr 齡　　部落

齏　藤　は　よ　84　μ　 Ⅲ

川 川 ヤ　ス87 人 町 北

佐 藤　双　雄58　 滝　 山

細 川　 ナ　カ64 宮 町「甸

安　 奈　　 隆71　 緋　 竚

･li 山　安次郎81　 源宗山西

佐　藤　 ハ　ル　70　第　 円

城 川　キヨミ　75 駅　 前

奥　山　膊太郎75 宮 町r 恫

斎 藤 セ　ン91 咄 江 北

八　巻　巾 蔵73　 第　 七

幡　藤　 大　叫　0　11　 川

人 勝 藤  82 人 町 市

人 口 と 世帯

２月１日現在(前月比) １月中のうごき

人
　
　

凵

一男5.8  的人 （－ ５ ）

攵6,245 人 （－ ９）

一計ｰ  2 靆 44人 （－141 ）

睛帯数 2.8 戸（－３）

転 入8 人

転 出19人

出　生10人

死 亡13人

編

集

日

記

▼
寒
気
の
厳
し

い
日

が
、
仗
存
を
過
ぎ

て
も
続
い
て

い
る
。
十
四
目

に
は
、
安

達
太
良
山
で
遭
難
嘔
紋
が
あ
り
、

ベ
テ

ラ
ン
ニ

名
が
凍
死
し
た
。
山
は
ま
だ
厳

冬
の
さ
中
に
あ

る
。
里
か
ら
兄
ｈ
げ
る

空
も
に
び
色
で
、
毒
の
明

る
さ
が
な
い
。

▼
で
も
、
冬
の
花
ロ
ウ
バ
イ
は
、
そ
の

香
り
を
薄
め
つ
つ
あ
り
、
サ
ン

シ
ュ
ユ

は
褐
色
の
包
の
先
端
か
ら
黄
企
の
小
花

を
の
ぞ
か
せ
始
め
て
い
る
。
木
々
の
装

い
は
確
実
に
も
う
舂
の
も
の
だ
。
▼
今

年

は
畚
か
ら
選
挙
が
続
く
。
四

目
、
桜

の
盛
り
に
は
、
県
境
選
、
町
議
遡
が
あ

る
。
六
月
、
ア
ジ
サ
イ
の
咲
く
こ
ろ
に

は
参
議
院
選

が
ｆ
定
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
は
、
衆
議
院
解
散
、
総
遡

。”
と
の

‥｝、万

も
あ
る
▼
町
政
か
ら
国
政
ま
で
、

わ
れ
わ
れ
の
日
常
生
活
す

べ
て
を
抱
え

込
ん
で
い
る
の
は
政
治
だ
。

選
挙
は

そ
れ
ら
政
治
の
決
定
機
関

に
代
表
者
を

送
り
込
む
制
峻
で
あ
る
。
し
っ
か
り
と

自
分
の
｀
り
え
を
投
票
で
Ｌ
張
し
よ
う
。

▼
ど
ん
な
人
を
選
ぶ
べ
き
か
１

叫
洋
の

格
言
は
『
有
徳
な
住

人
が
腐
収
し
た
議

‥‥ｌを

塲
川
す
る
こ
と
の
な

い
の
は
古
今

の
地
則
』
と
い
い
、

『
政
泊
Ｍ

は
次
の

選
挙
を
考
え
、
政
治
家

は
次
の
匯
代
を

丹
え
る
』
と
も
い

り
て
い
る
▼
参
議
院

選
は
。
令
国
区

に
比
例
ど
　
ミ
を
４
人

し
た
。
投
票
川
紙
に
は
政

党
叭
を
記
人

す
る
こ
と
に
な
る
。
む
権
占
は
政
党
の

４

え
万
を
も
兒
極
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

岡
の
将
来
を
任
せ
ら
れ
る
政
党

。
そ
れ

は
あ
な
た
が
決
め
る
。

発
行

・
襴
一

国

見

町

企

鹹
皹

福

鳥
県

伊

璋

載

国

兄
町

大

字

耨

田

字
一
ｒ

ｌ
一
一
２

ノ

ー

一

九

六

九
－

一
ヒ
ａ

傳

田

（ヽ

。）
“
四

五

八

甄

）
二

一

一

一
｛

代

｝
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